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【研究目的】健やかな親子関係を確立するためのプログラムの開発と有効性の

評価のために、子育て家庭が地域につながり健やかな親子関係を育み親子の愛

着形成を促し、育児不安・ストレスを軽減するような親子プログラムの開発・

効果検証を行うことを目的とした。 

【研究方法】健やかな親子関係を確立するために、本研究班では 

１）健やかな親子関係を築くのに困難を抱えている親子の支援 

２）子育て家庭が地域につながりながら健やかな家族関係を築くのを促すよう

な地域システムづくりについて取り組む。 

１）については、 

（１）育てにくさを感じる親子に寄り添う支援プログラムについての文献研究

及び虐待のリスクのある親の心理特性についての研究（担当：立花良之） 

（２）児童虐待予防の地域保健対策のために、健やか親子21（第2次）の課題整

理（担当：山縣然太朗） 

（３）虐待のリスクのある親への保健指導方法の整備（担当：山崎嘉久） 

（４）周産期医療における心理社会的リスクのある親への保健指導の整備 

（担当：鈴木俊治） 

（５）子育て支援機関・自治体・医療が連携した切れ目のない支援モデル開発

（担当：小泉典章） 

２）については、 

（６）地域子育て支援機関が医療・保健が連携するための体制整備（担当：松

田妙子） 

（７）有効な地域子育て支援プログラムについての、母子保健政策としての医

療経済評価（担当：蓋若琰） 

（８）健やかな親子関係についての心理学的検討（担当：齋藤尚大、水本深喜） 

を行うこととした。 

上記のそれぞれの項目について以下のように研究を実施した。 

１）（１）健やかな親子関係を確立するための有効なプログラムとして、育て

にくさを感じる親子に寄り添う支援について着目し、自閉スペクトラム症児に

対する介入プログラムのメタアナリシスを行った。また、世田谷区で行われた

コホート調査データを二次解析し、乳幼児虐待のリスク因子を検証した。 

（２）健やか親子２１（第2次）における「妊娠期からの児童虐待防止対策」に

ついての指標等を整理・検討した。 

（３）健やかな親子関係のためのポピュレーションアプローチの場として乳幼

児健診の場は非常に重要である。乳幼児健診の場で見つかった育てにくさを感

じる親、養育不全・子ども虐待のリスクのある親に対して、どのように保健指 

導を行うかについては各自治体、各保健師によって対応の仕方がまちまちであ

るのが現状であるため、そのような親に対する保健指導のガイドブックを作成
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した。 

（４）産科医療機関の両親学級において健やかな親子関係の確立のための心理

教育や、子どもへの体罰防止実施する有効性について、葛飾赤十字産院で介入

研究を計画した。 

（５）健やかな親子関係の確立の上で、子どもへの体罰防止のために長野県・

山梨県の自治体で「子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～」のリー

フレットによる啓発の介入研究を計画した。 

２）（６）地域子育て支援機関が医療・保健が連携するための体制を整備する

ために、まず、子育て支援機関が医療・保健と連携するにあたってのニーズや

実態について、子育てひろば全国連絡協議会の加盟団体を対象に調査を実施し

た。 

（７）本研究班で進行中の介入研究の費用対効果評価を行う準備として、子ど

もの虐待による疾病負担の推定を行った。 

（８）健やかな親子関係を確立するための科学的知見について、文献研究及び

家族関係についての調査を行った。 

【研究結果】自閉スペクトラム症の効果的なプログラムについての文献研究を

行ったところ、子どもの対人相互交流及び親の子どもに対する情緒応答性が効

果の期待できるアウトカムであることが示された。これらは本研究班の目指す

親子プログラム開発においても留意すべきと考えられる。乳幼児虐待と母親の

心理社会的背景の関係についての研究からは、母親の衝動コントロールの問題

は母親の発達障害傾向と並んで重要なリスク因子であることが示された。これ

らの結果を踏まえ、平成 29 年度は、長野県・山梨県において、愛の鞭ゼロ作戦

の啓発リーフレットを乳幼児健診の場で使ったプログラムをスタートしてい

る。平成 29 年度に作成した「健やかな親子関係の確立に向けた乳幼児健診現場

における相談支援ガイドブック（試行版）」を使った保健指導の効果について

は、平成 30 年度に検証予定である。地域子育て支援と医療・保健との連携につ

いての実態及びニーズの調査で明らかになった課題に対応した研修プログラム

やマニュアルを今後作成予定である。子どもの虐待による疾病負担の推定につ

いては、日本の 0～14 歳の人口における子どもの身体的、性的、精神的不適切

な関わり、暴力を目撃した経験による疾病負担について検討した。子どもの虐

待・不適切なかかわりによる疾病負担の疫学的特徴を理解することに意味が大

きいと考えられた。健やかな親子関係を確立するための科学的根拠についての

文献研究から得られた知見は、本研究班の介入プログラムにおいて精神的な問

題の予防あるいは改善効果が期待できる。家族関係の調査からは、家族関係が

子の協調的幸福感を媒介にして，子のメンタルヘルスを支えている可能性が示

唆された。 
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【結論】3か年計画の1年目である子育て家庭が地域につながり健やかな親子関

係を育むプログラムについて、有効なプログラム内容の検討とプログラム開発、

及びその効果検証を行った。平成30年度も効果検証を引き続き行う。 

 

A. 研究目的 

健やかな親子の特徴として「家族の

外部に開かれた人間関係があること」

が重要であるとされている。子育て支

援機関は親子が地域につながる場で

あり、親子の愛着形成のプログラムを

提供していたり、子育ての不安やスト

レスの軽減にも役立っていたりする。

国内外で様々な親子支援プログラム

があるが、日本でポピュレーションア

プローチとして確立したプログラム

はない。妊娠中の両親・母親学級や

３・４か月児健診は、子育て家庭が地

域につながるのに良いタイミングで

ある。この時期の子育て支援機関と保

健・医療機関が連携した親子支援は、

効果的なポピュレーションアプロー

チとして考えられる。本研究の目的は、

子育て家庭が地域につながり健やか

な親子関係を育み親子の愛着形成を

促し、育児不安・ストレスを軽減する

ような両親・母親学級や 3・4 か月健

診におけるプログラムの開発・効果検

証を行う。 

健やかな親子関係を確立するために、

本研究班では 

１）健やかな親子関係を築くのに困難

を抱えている親子の支援 

２）子育て家庭が地域につながりなが

ら健やかな家族関係を築くのを促す

ような地域システムづくり 

について取り組むこととした。 

１）については、 

（１）育てにくさを感じる親子に寄り

添う支援プログラムについての文献

研究及び虐待のリスクのある親の心

理特性についての研究（担当：立花良

之） 

（２）児童虐待予防の地域保健対策の

ために、健やか親子21（第2次）の課

題整理（担当：山縣然太朗） 

（３）虐待のリスクのある親への保健

指導方法の整備（担当：山崎嘉久） 

（４）周産期医療における心理社会的

リスクのある親への保健指導の整備 

（担当：鈴木俊治） 

（５）子育て支援機関・自治体・医療

が連携した切れ目のない支援モデル

開発（担当：小泉典章） 

 

２）については、 

（６）地域子育て支援機関が医療・保

健が連携するための体制整備（担当：

松田妙子） 

（７）有効な地域子育て支援プログラ

ムについての、母子保健政策としての

医療経済評価（担当：蓋若琰） 

（８）健やかな親子関係についての心

理学的検討（担当：齋藤尚大、水本深

喜） 

を行うこととした。 

上記のそれぞれの項目について以下

のように行うこととした。 

 

1. 健やかな親子関係を確立するため

の有効なプログラムについての研

究（担当：立花良之） 

１）自閉スペクトラム症の早期療育の

プログラムによる効果の違いについ

ての検証 
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自閉スペクトラム症の早期療育の

プログラムによる効果の違いを検証

することを目的とし、メタアナリシス

の手法を用いて、3 つのモデルの効果

の差を検証することとした。 

 

２）個別療育と集団療育の効果の違い

についての検証 

自閉スペクトラム症児に対する個

別療育と集団療育の介入プログラム

による効果の差を検証することを目

的とした。 

 

３）乳幼児虐待のリスクファクターと

しての母親の衝動コントロールにつ

いての研究 

母親の衝動コントロールの困難さ 

発達障害傾向の他に重要な児童虐待

のリスク因子であるとの仮説を立て、

衝動性コントロールのモデルとして、

Behavior Inhibition 

system/Behavior Activation System 

(BIS/BAS)理論を用い、仮説を検証し

た。 

 

2．子育て家庭における子どもへの体

罰防止の地域保健対策についての研

究（担当：山縣然太朗） 

山梨県の市町村の乳幼児健康診査

参加者に「愛の鞭ゼロ作戦」のリーフ

レットを配布して、その効果を検証す

ること目的とした。 

 

3.「健やかな親子関係の確立に向けた

乳幼児健診現場における相談支援ガ

イドブック（試行版）」の作成 (担当：

山崎嘉久) 

 乳幼児健康診査（以下、乳幼児健診）

事業において、健やか親子 21（第 2

次）の虐待についての質問票の回答か

ら家庭での虐待や養育不全が示唆さ

れた家庭への相談支援ガイドブック

を作成することを目的とした。 

 

4. 「子どもを健やかに育むために～

愛の鞭ゼロ作戦～」に関する妊娠中啓

発の効果に関する検討、他(担当：鈴

木俊治) 

１）健やかな親子関係を確立するため

のプログラムの開発と有効性の評価

に関する前方視的研究 

妊娠中から maltreatment について

啓発することの効果を、前方視的に検

討することとした。 

 

２）メンタルヘルス不調の妊産婦支援

のための問題点等の検討 

メンタルヘルス不調の妊産婦支援

の問題点として、（１）精神障害合併

妊婦の薬物療法に対して、妊産婦が胎

児・新生児への影響を危惧して自己中

断するケースにおいて、多くは妊娠中

の指導によって再開されるが、再開を

妨げる要因を検討（２）葛飾赤十字産

院における 2009-2010 年度と

2015-2016 年度の精神障害合併妊産婦

の状況について比較検討（３）妊娠中

に不安を抱える妊婦に対する鍼灸療

法の有用性を検討 

することとした。 

 

5. 「子育て支援機関・自治体・医療

機関が連携した、切れ目のない支援モ

デルの効果・検証」（担当：小泉典章） 

１）長野県における愛の鞭ゼロ作戦の

実施による効果・検証（予報） 

「愛の鞭ゼロ作戦」リーフレットの

活用による養育行動の変容について、

検証を行うこととした。 
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２）NPO 法人「ながのこどもの城いき

いきプロジェクト」の取り組みについ

ての検討（担当：田中春海、尾島万里） 

長野市において、子育て支援機関が

ホームスタート事業で妊娠期からの

切れ目のない支援を行っている。ホー

ムスタート事業を開始してからの 2年

間を振り返り、利用者の実態と利用効

果について報告することを目的とし

た。 

 

6．地域子育て支援と医療・保健との

連携についての実態及びニーズの調

査（担当：松田妙子） 

１）地域子育て支援拠点の，行政や医

療機関との連携の実態調査 

地域子育て支援拠点の，行政や医療

機関との連携の実態を把握し，子育て

支援者は多胎児育児に対してどこに

大変さがあると感じ、どのような支援

を必要と感じているのかの実態を把

握することを目的とした。 

２）多胎児の育児および多胎児世帯の

支援にも焦点を当てた研究（担当：水

本深喜） 

多胎児妊娠・出産・育児には，母親

の身体的・精神的負担の大きさが推察

される。こうしたことから，多胎児妊

娠・出産・育児のニーズに応じた育児

支援について検討することを目的と

した。 

 

7. 地域子育て支援プログラムの無作

為化比較対照試験に基づいた費用対

効果分析(担当：蓋若エン) 

本研究班でデザインした介入プロ

グラムの効果検証の一環として、その

医療経済評価を行うことを分担研究

の目的としている。子どもの虐待・不

適切な関わり防止を地域子育て支援

プログラムの主なアウトカムの一つ

と想定し課題を抽出して、介入プログ

ラムが子どもの虐待のリスク低減に

よる長期的なインパクトを推定する

こととした。 

 

8．精神疾患保護因子としての健やか

親子 5 つのポイントについての研究

(担当：齋藤尚大) 

１）文献研究 

健やかな親子関係を育むのに重要

な 5つのポイントが親または子の精神

疾患に与える影響について、文献調査

を行った。 

 

２）子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響（担当：水本深喜） 

―健常群と臨床群の比較― 

子どもを健やかに育てることがで

きる健やかな家族とはどのような家

族なのか，そして家族での被養育体験

が，子どもの成長後にどのような影響

をもたらすのかについて調査した母

子ペアデータについて，健常群と臨床

群を比較することで，明らかにするこ

とを目的とした。 

 

B. 研究方法 

1. 健やかな親子関係を確立するため

の有効なプログラムについての研

究 

１）自閉スペクトラム症の早期療育の

プログラムによる効果の違いについ

ての検証 

就学前の自閉症の児を対象にした

介入を Howlin （2009）による分類に

基づき、（１）行動に焦点をあてたモ

デル（２）コミュニケーションに焦点

をあてたモデル （３）多面的発達モ

デルの 3 つに分け、メタアナリシスを

行い、また、全プログラムを統合した
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早期療育全体の効果についても検証

した。 

 

２）個別療育と集団療育の効果の違い

についての検証 

個別療育及び集団療育の無作為化

ランダム化比較対照試験（RCT）の

Random effects model を用いたメタ解

析により検討した。アウトカムについ

ての cluster-robust variance 

estimation による感度分析も行った。 

 

３）乳幼児虐待のリスクファクターと

しての母親の衝動コントロールにつ

いての研究 

  世田谷区で行われたコホート調査

のデータの二次解析により、衝動コン

トロールの指標である BIS/BAS尺度日

本語版を用いて、衝動コントロール・

発達障害特性と乳幼児虐待の関係を

検証した。 

 

2. 子育て家庭における子どもへの体

罰防止の地域保健対策についての

研究 

１）愛の鞭ゼロ作戦啓発リーフレット

介入研究のアウトカムに関する検討 

山梨県の市町村の乳幼児健康診査

参加者に「愛の鞭ゼロ作戦」の効果を

検証するにあたり、 

（１）何をアウトカムに検証するか 

（２）対象とする児の年齢と保護者 

（３）実行可能性について 

を検討した。 

２）健やか親子２１（第 2 次）におけ

る虐待対策の整理 

健やか親子２１（第 2 次）における

重点課題２「妊娠期からの児童虐待防

止対策」についての指標等を整理して

「愛の鞭ゼロ作戦」のリーフレットと

の整合性を検討した。 

 

3.「健やかな親子関係の確立に向けた

乳幼児健診現場における相談支援ガ

イドブック（試行版）」の作成  

 市町村で乳幼児健診に豊富な経験

を有する保健師、および都道府県・保

健所等の関係者を研究協力者として、

グループディスカッション等により

相談支援ガイドブックの内容を検討

した。 

検討内容としては、（１）研究協力

者が経験したケースを中心に乳幼児

健診における相談支援の状況の集積 

（２）集積した状況の類型化、及び健

やかな親子関係の確立を阻害する要

因とそれらについての対応 

（３）親子の状況や相談場面を体系化

し、乳幼児健診での相談に役立つわか

りやすいスタイルに整理して、乳幼児

健診従事者向けのガイドブックの作

成とした。 

 

4. 「子どもを健やかに育むために～

愛の鞭ゼロ作戦～」に関する妊娠中啓

発の効果に関する検討、他 

１）健やかな親子関係を確立するため

のプログラムの開発と有効性の評価

に関する前方視的研究 

対象：葛飾赤十字産院で妊婦健診・分

娩管理される単胎妊婦（目標：1000

人） 

方法：妊娠中期（妊娠 20～24 週）の

妊婦健診時の保健相談において、担当

助産師が、「愛の鞭ゼロ作戦」リーフ

レットで体罰防止についての啓発を

行った。産後 1 カ月の産婦健診（2018

年 3 月以降）において、「赤ちゃんへ

の気持ち質問票」を用いて、後述する

背景因子と共に、児へのボンディング

の状況を比較することとした。背景因
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子として、年齢、流産・経産回数、不

妊治療の有無、妊産婦支援チェックリ

スト（葛飾赤十字産院）の因子、DV

スコア、妊娠初期の 2 質問票の結果、

両親学級受講の有無、産科合併症、分

娩様式、出生児所見（NICU 入室の有無）

のデータをあわせて収集し、解析に用

いることとした。 

２）妊産婦の精神状態支援のための問

題点等の検討  

葛飾赤十字産院のカルテデータを

用い、広報誌的検討を行った。 

 

5. 「子育て支援機関・自治体・医療

機関が連携した、切れ目のない支援モ

デルの効果・検証」 

１）長野県における愛の鞭ゼロ作戦の

実施による効果・検証（予報） 

愛の鞭ゼロ作戦 

平成 29 年度に市町村の新生児訪問で

リーフレットを配布し、４か月児健康

診査時の健やか親子 21 の虐待に関す

る必須問診項目の匿名化されたデー

タを H28年度時の同項目のデータと比

較した。 

 

２）NPO 法人「ながのこどもの城いき

いきプロジェクト」の取り組みについ

ての検討 

2015年 1月 6日にホームスタート事業

を開始し、2017 年 12 月 31 日までの利

用家庭 112 件のうち、この期間に訪問

が終了していた 97 件を分析の対象と

した。ニーズ充足度に関してはホーム

スタート・ジャパンが使用している

QISS－S V3a rev.1 の基本集計を使

用した。 

 

6．地域子育て支援と医療・保健との

連携についての実態及びニーズの調

査 

１）地域子育て支援拠点の，行政や医

療機関との連携の実態調査 

地域子育て支援拠点事業と行政（特に

母子保健分野）との連携や協働につい

て，岡山県総社市と福島県白河市にて

ヒアリングを実施した。ヒアリング内

容を元に、連携の実際についてのアン

ケートを作成し，全国の地域子育て支

援拠点を対象に実施。Google フォーム、

web もしくは fax、メール添付の方法

で回収した。 

 

２）多胎児の育児および多胎児世帯の

支援にも焦点を当てた研究 

上記 1)と同時に、子育て支援拠点にお

ける多胎児への支援についての調査

も同様の方法で行った。 

 

7. 地域子育て支援プログラムの無作

為化比較対照試験に基づいた費用対

効果分析 

平成 29 年度は子どもの虐待による

疾病負担の推定をするために、文献レ

ビューを行い、先行研究において確定

された子どもの虐待（身体的、性的、

精神的不適切な関わり、ネグレクト、

暴力を目撃した経験）に関連する各種

のネガティブな健康アウトカムを特

定し、日本国内における各種の虐待及

びネガティブな健康アウトカムの有

病率・発生率と相対危険度（Ralative 

Risks）をまとめた。また、相対危険

度に基づいて、人口寄与割合

（Population Attributable Fraction 

=PAF）を計算した。 

 

8．精神疾患保護因子としての健やか

親子 5 つのポイントについての研究 

１）文献研究 

9



5 つのポイント「地域とつながってい

る家族」、「親子のコミュニケーショ

ンが良好」、「子どもを傷つけない」、

「親子の役割が明確」および「親子で

価値観を共有できる」と親子の精神疾

患との関連に関する文献を収集した。 

 

２）子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響 

―健常群と臨床群の比較― 

首都圏の精神病院の入院・通院患者

（18 歳から 24 歳）およびその母親を

対象に，質問紙調査を行った。患者向

け質問紙は，子どもの頃の被養育体験

を問う「子どもを健やかに育てる家族

尺度（下位尺度は，「地域に開かれた

家族」「子どもを支える家族」「子ど

もを傷つけない家族」）」「PHQ（う

つ）」「ASR（自身の精神状態）」「協

調的幸福感尺度」，母親向け質問紙は

自身の子どもの頃の被養育体験およ

び子育て時の養育体験を問う「子ども

を健やかに育てる家族尺度」「ABCL（子

どもの精神状態）」「PHQ（母親のう

つ）」から成った。健常群データとし

ては，大学にて実施した 85 組の母子

ペアデータ（平成 29 年度 水本報告

書 子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響２―母子ペアデータによる検討

― 参照）を用いた。 

下記の解析を行った。 

【分析１】子どものメンタルヘルス認

知の母子間差，健常・臨床群差，母子

間相関  

子の精神状態を子自身と母親が評価

する ASEBA の ASR，ABCL 得点が，健常・

臨床群間および母子間でどのように

異なるのかを混合 2 要因分散分析（健

常・臨床×母子）で分析した。 

【分析２】「子どもを健やかに育てる

家族尺度」尺度得点の健常群・臨床群

差，母子間相関  

子が捉える被養育体験と，母親が捉え

る養育体験が，健常・臨床群間でどの

ように異なるのかを混合 2要因分散分

析（健常・臨床×母子）で分析した。 

【分析３】臨床群の母子が捉える家族

関係と子のメンタルヘルス認知との

関連 

「子どもを健やかに育てる家族尺度」

および ASEBA の ASR，ABCL，PHQ，協調

的幸福感を用い，臨床群の母子が捉え

る家族関係と，母子が捉える子の精神

状態との相関関係を分析した。 

 

C. 研究結果 

1. 健やかな親子関係を確立するため

の有効なプログラムについての研

究 

 

１）自閉スペクトラム症の早期療育の

プログラムによる効果の違いについ

ての検証 

3 つのモデル間では、自閉スペクトラ

ム症重症度・発達指数・受容性言語・

表出性言語などのアウトカムに差は

見られなかった（図 1）。プログラム

全体の統合では、対人相互交流と親の

児への応答性に効果を認めた 

 

２）個別療育と集団療育の効果の違い

についての検証 

 個別療育・集団療育の各アウトカム

についての有意な差はみられなかった

ものの、個別療育・集団療育ともに対

人相互交流に、個別療育では親の児へ

の応答性に有意な効果があった。 
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３）乳幼児虐待のリスクファクターと

しての母親の衝動コントロールにつ

いての研究 

過剰な BIS から反映される妊婦の衝

動コントロールの困難さが、ADHD傾向、

ASD 傾向と並んで産後の児童虐待の重

要なリスク因子であることが示された。 

 

2. 子育て家庭における子どもへの体

罰防止の地域保健対策についての

研究 

１）愛の鞭ゼロ作戦啓発リーフレット

介入研究のアウトカムに関する検討 

 愛の鞭ゼロ作戦の介入研究の検証に

ついて、下記のように検討した。 

（１） 介入研究のアウトカムはリー

フレットの配布前後での健やか親

子 21（第 2 次）の指標となっている

虐待関連の質問票の回答とする。 

（２） 対象とする児は市町村で実施

している乳幼児健診（乳児健診、1

歳 6 か月児健診、3 歳児健診とし、

児を健診に連れてきた保護者とす

る。 

（３） 健やか親子 21（第 2 次）の虐待

に関する質問票の実施については

介入研究のアウトカムに関連する

要因も分析可能である。 

 

２）健やか親子２１（第 2 次）におけ

る虐待対策の整理 

 健やか親子２１（第 2 次）の虐待対

策は、（１）妊娠期からの対策として、

切れ目のない支援、育児不安の解消、

（２）全数把握として、こんにちは赤

ちゃん訪問事業、乳幼児健診等、孤立

の解消、（３）地域、医療機関等の連

携強化として、情報の共有、協議会の

開催、（４）意識改革の啓発運動とま

とめられると考えられた。 

 

3.「健やかな親子関係の確立に向けた

乳幼児健診現場における相談支援ガ

イドブック（試行版）」の作成  

 ガイドブックの内容について、次の

論点を盛り込むこととして、 (1) 実事

例からの要素の抽出 (2) 問診場面で

の対応状況 (3) 健診後の状況 (4) 

「ここがポイント！」の項目 を決定

した。 

 問診から相談支援につなげるポイ

ントの基本的な考え方を以下の通り

とした。(1) 問診は相談支援の入口で

ある。(2) 具体的に問題点を考えて解

決方法を一緒に探す。(3) 不適切な行

為はきちんと止める。(4) 相談対応者

自身が、自らの子育てに関する価値観

やスティグマについて客観視する姿

勢を持つ。(5) 「標準的な問診項目」

は、子ども虐待をスクリーニングする

チェックリストではない。 

 「健やか親子２１（第 2 次）」の虐

待に関する質問について、「どこにも

該当しない」の該当者の集計値が、今

回のガイドブックの対象となってい

る「叩かない子育てを実践している親

の割合」となるのではないかとの考え

方について議論した。 

4. 「子どもを健やかに育むために～

愛の鞭ゼロ作戦～」に関する妊娠中啓

発の効果に関する検討、他 

１）健やかな親子関係を確立するため

のプログラムの開発と有効性の評価

に関する前方視的研究 

2017 年 11 月から「愛の鞭ゼロ作戦」

のリーフレット配布を開始した。 

２）妊産婦の精神状態支援のための問

題点等の検討  
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5. 「子育て支援機関・自治体・医療

機関が連携した、切れ目のない支援モ

デルの効果・検証」 

１）長野県における愛の鞭ゼロ作戦の

実施による効果・検証（予報） 

健やか親子 21（第 2 次）の虐待につい

ての必須問診項目「この数か月の間に、

ご家庭で『感情的な言葉で怒鳴った』

ことがありましたか」の回答に減少傾

向が見られた。 

 

２）NPO 法人「ながのこどもの城いき

いきプロジェクト」の取り組みについ

ての検討 

ホームスタートの利用者は 30 代以

上で他地域からの転入者が多く、近く

にサポートしてくれる人もなく、孤立

感や育児不安を抱えながら子育てをし

ている利用者像が浮かび上がった。 

 

6．地域子育て支援と医療・保健との

連携についての実態及びニーズの調

査 

１）地域子育て支援拠点の，行政や医

療機関との連携の実態調査 

子育て支援拠点と保健機関の連携が

スムーズにいく要因として以下の 5 つ

のポイントが重要と考えられた。 

（１）一度仕組みになると継続しやす

い（２）母親学級やプログラムでの連

携などを通して定期的な顔を合わせる

機会が多くつくっている  （３）地区

担当保健師とのやりとりだけでなく、

組織で理解、対応している  （４）子

育て世代包括支援センターのメニュー

「妊産婦出張支援相談」等を活用して

拠点に出向いている  （５）母子手帳

配布時のプランづくりの際に紹介して

いる 

 

２）多胎児の育児および多胎児世帯の

支援にも焦点を当てた研究 

多胎児世帯に必要な支援としては，

支援者は，妊娠・出産期，子育て期と

もに全ての項目について特に支援が必

要と感じていた。 

 

7. 地域子育て支援プログラムの無作

為化比較対照試験に基づいた費用対

効果分析 

 文献レビューの結果では、子どもへ

の様々な不適切な関わりについて、身

体的不適切な関わり（体罰、いじめな

ど）の経験は男の子で 13.7％、女の子

で 6.8％、性的不適切な関わりの経験

は男の子で 4.1％、女の子で 10.4％、

ネグレクトの経験は男の子で 1.8％、

女の子で 1.3％、精神的不適切な関わ

りの経験は男の子で 11.6％、女の子で

16％、暴力を目撃した経験は男の子で

10.3％、女の子で 11.4％であった。日

本 2015年の 0～14 歳の人口において、

子どもへの様々な不適切な関わりに

よる疾病負担は 51,082 DALYs（男の

子：22,265 DALYs、女の子：28,818 

DALYs）を推定した。その中で、身体

的、性的、精神的不適切な関わり、暴

力を目撃した経験が寄与する疾病負

担はそれぞれ 8,202 DALYs（男の子：

4,184 DALYs、女の子：4,018 DALYs）、

16,184 DALYs（男の子：6,409 DALYs、

女の子：9,775 DALYs）、2,480 DALYs

（男の子：1,620 DALYs、女の子：860 

DALYs）、15,928 DALYs（男の子：6,745 

DALYs、女の子：9,182 DALYs）、8,289 

DALYs（男の子：3,307 DALYs、女の子：

4,983 DALYs）であった。 

 

8．精神疾患保護因子としての健やか

親子 5 つのポイントについての研究 

12



１）文献研究 

健やかな親子関係を育むのに重要な 5

つのポイントそれぞれについて、精神

疾患の予防あるいは改善効果を示唆

するエビデンスが収集された。 

 

２）子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響 

―健常群と臨床群の比較― 

【分析１】子の精神状態を子自身と母

親が評価する ASEBA の ASR，ABCL につ

いて、健常・臨床群間で交互作用が見

られ，「引きこもり」「侵入性」「思

考の問題」得点は健常群のみで子の評

価が母親の評価よりも高かった。その

他の ASEBA 得点は，総じて健常群より

も臨床群で高く，母親の評価よりも子

の評価の方が高かった。母子間相関で

は，臨床群では「侵入性」のみで母子

間相関がみられなかった。 

【分析２】子が捉える被養育体験と，

母親が捉える養育体験について、健

常・臨床群間で交互作用は見られなか

った。健常・臨床群差は，「子どもを

支える家族」のみに見られ，健常群で

臨床群よりも有意に高かった。母子間

差は，「子どもを支える家族（有意傾

向）」「地域に開かれた家族」に見ら

れ，いずれも母親の認知が子の認知よ

りも高かった。 

【分析３】子が捉える「協調的幸福感」

に，母親が捉える養育体験ではなく，

子が捉える被養育体験の 3因子いずれ

もが，中程度の正の関連を示していた。 

 

D. 考察 

1．健やかな親子関係を確立するため

の有効なプログラムについての研究 

 

１）自閉スペクトラム症の早期療育の

プログラムによる効果の違いについ

ての検証 

 療育の 3つのモデルについての効果

の差についてのエビデンスは得られ

なかったが、対人相互交流や親の児へ

の応答性は効果が期待できるアウト

カムであり、育てにくさのある親子の

支援においてプログラムの要素に取

り入れ、治療ターゲットとすることが

望まれる。 

 

２）個別療育と集団療育の効果の違い

についての検証 

 集団療育と個別療育のメタ解析で

有意な効果を示したアウトカムにつ

いてはそれぞれの療育効果が期待で

き、プログラムの要素に取り入れて治

療ターゲットとすることが有益であ

ると考えられる。 

 

３）母親の衝動コントロールの問題は

発達障害傾向と並んで児童虐待のリ

スク因子であることを、母子保健関係

者が念頭に置いて母子の支援にあた

るべきと考えられる。発達障害特性を

有している人は視覚優位のことが多

く視覚的支援が有効とされているこ

とから、「愛の鞭ゼロ作戦」のような

視覚的啓発ツールが、衝動コントロー

ルの問題を持つ発達障害特性のある

人に有効であるかもしれない。啓発リ

ーフレットの効果については平成 30

年度以後に検証予定である。 

 

2．子育て家庭における子どもへの体罰

防止の地域保健対策についての研究 

１）愛の鞭ゼロ作戦啓発リーフレット

介入研究のアウトカムに関する検討 
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愛の鞭ゼロ作戦啓発リーフレット

介入研究は、市町村の乳幼児健診で実

施可能であり、健やか親子 21（第 2

次）の虐待に関する質問票をアウトカ

ムとして、効果を検証できると考えら

れた。 

 

２）健やか親子 21（第 2 次）における

虐待対策の整理 

 愛の鞭ゼロ作戦による啓発は、健や

か親子 21（第 2 次）の虐待対策と整合

性を持つと考えられた。 

 

3.「健やかな親子関係の確立に向けた

乳幼児健診現場における相談支援ガ

イドブック（試行版）」の作成  

 虐待や養育不全が疑われる親子に

は、状況に応じたきめ細やかな対応が

必要であるが、数多くの受診者への対

応が求められる集団健診では、相談に

対応する従事者のすべてが十分な経

験を有するわけでなく、また個別健診

を受託する医療機関の従事者にとっ

ては日常診療でこうした相談に対応

する機会は少ない。本相談支援ガイド

ブックは、このような現場の課題に有

益であると考えられる。 

また、「標準的な問診項目」には、

「いずれも該当しない」の選択肢があ

る。この集計値を「叩かない・怒鳴ら

ない育児を実践している親の割合」と

定義し、親自らが実践する「健康行動

の指標」に位置付けられると考えられ

る。 

本相談支援ガイドブックを自治体

で保健指導に用いた虐待防止の効果

検証を平成 30年度に行う予定である。 

 

4. 「子どもを健やかに育むために～

愛の鞭ゼロ作戦～」に関する妊娠中啓

発の効果に関する検討、他 

１）健やかな親子関係を確立するため

のプログラムの開発と有効性の評価

に関する前方視的研究 

現在、研究実施中であり、2018 年 4

月以降の結果について平成 30 年度の

分担研究で考察予定である。 

２）妊産婦の精神状態支援のための問

題点等の検討 

（１）支援が奏功しない妊産婦は、パ

ートナーの精神状態に対する支援も

必要であることが多い可能性が示唆

された。 

（２）周産期メンタルヘルスケアに関

する対応が進んだことによって、精神

障害を抱える妊産婦の予後は改善し

てきていることが推定された。 

（３）妊産婦の精神状態の支援におけ

る鍼灸療法の効果が推定された。  

 

5. 「子育て支援機関・自治体・医療

機関が連携した、切れ目のない支援モ

デルの効果・検証」 

１）長野県における愛の鞭ゼロ作戦の

実施による効果・検証（予報） 

愛の鞭ゼロ作戦 

「愛の鞭ゼロ作戦」リーフレットを

通して、育児初期から母親が子育て支

援者と話し合うことができ、虐待リス

クのある母親も SOSを出しやすくなる

と考えられた。 

２）NPO 法人「ながのこどもの城いき

いきプロジェクト」の取り組みについ

ての検討 

訪問活動を通して利用者の孤立感

が解消し、利用者やその子どもたちの

体調や心の安定に影響を与えている。

さらに地域の子育て支援サービスの
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情報提供を行い、利用者と地域を結び

つける支援につながると考えられた。 

利用者がよりホームスタートを活

用できるように工夫をすることや HV

の増員と力量形成をどのように行っ

ていくかが今後の検討課題である。 

 

6．地域子育て支援と医療・保健との

連携についての実態及びニーズの調

査 

１）地域子育て支援拠点の，行政や医

療機関との連携の実態調査 

育児支援者に，多胎児支援に何が求

められ，どのように支援したらよいの

かに関する情報を，提供する必要があ

ると考えられた。母子保健分野からの

拠点へのアプローチ強化を具体的に

するための方法、マニュアル、研修プ

ログラムをつくっていくことも有効

であると考えられる。 

 

２）多胎児の育児および多胎児世帯の

支援にも焦点を当てた研究 

 多胎児出産はハイリスクではある

が，その後の育児期への支援の重要性

が周知されていない可能性があり，周

知を図る必要があると考えられた。 

 

7. 地域子育て支援プログラムの無作

為化比較対照試験に基づいた費用対

効果分析 

本分担研究では、日本の 0～14 歳の

人口における子どもの身体的、性的、

精神的不適切な関わり、暴力を目撃し

た経験による疾病負担を推定した。子

どもの虐待・不適切なかかわりによる

疾病負担の疫学的特徴を理解するこ

とに意味が大きい。 

 

8．精神疾患保護因子としての健やか

親子 5 つのポイントについての研究 

１）文献研究 

今回の文献収集で、健やかな親子関

係を育むのに重要な 5つのポイントす

べてで、精神疾患と関連するエビデン

スを認めた。しかし、疾患単位との関

連ではなく行動特性や状態像との関

連に留まったポイントもあり、また親

子双方の精神疾患への影響が見いだ

せなかった項目もあった。 

 

２）子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響 

―健常群と臨床群の比較― 

子どもの頃の「子どもを支える家族」

「子どもを傷つけない家族」「地域に

開かれた家族」の 3 つの側面から捉え

た「子どもを健やかに育てる家族」は，

臨床群の子のメンタルヘルスに影響

を与えていた。臨床群において，子ど

もの頃の家族との関係は子どもの主

観的な協調的幸福感を高めるよう働

いていると考えられた。子が捉える協

調的幸福感と精神的状態との関連か

らは，子どもの頃の家族関係は，子の

協調的幸福感を媒介にして，子のメン

タルヘルスを支えている可能性もあ

り，子のメンタルヘルスにおける家族

関係の意味について，因果モデルを検

討していく必要がある。 

 

E. 結論 

1．健やかな親子関係を確立するため

の有効なプログラムについての研究 

 育てにくさを持つ親に対しては、虐

待防止の観点から、親の児に対する情

緒応答性に配慮した親子プログラム

が望まれる。また、虐待防止のために

親の衝動コントロールを保健指導の

中で留意し、また、発達障害特性に留
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意した指導が有効であると考えられ

る。 

 

2.子育て家庭における子どもへの体罰

防止の地域保健対策についての研究 

地域での児童虐待対策は種々行わ

れているが、その一つとして、リーフ

レットを用いた体罰防止による一次

予防の効果検証を行うことの意義は

あり、健やか親子 21（第 2 次）の虐待

対策とも整合性を持つと考えられる。 

 

3.「健やかな親子関係の確立に向けた

乳幼児健診現場における相談支援ガ

イドブック（試行版）」の作成  

 乳幼児健診事業において、子ども虐

待や養育不全が疑われる親子への対

応のために、「健やかな親子関係の確

立に向けた乳幼児健診現場における

相談支援ガイドブック（試行版）」を

作成した。このガイドブックでは、 

（１）問診は相談支援の入口である、

（２）具体的に問題点を考えて解決方

法を一緒に探す、（３）不適切な行為

はきちんと止める、（４）相談対応者

自身が、自らの子育てに関する価値観

やスティグマについて客観視する姿

勢を持つ、（５）問診項目は、チェッ

クリストではないことなどの考え方

に沿って面接から相談支援につなが

るポイントの流れを示した。また、モ

デルケースから様々な状況を理解し、

相談や支援につなげるための考えら

れるようにした。 

乳幼児健診事業の「標準的な問診項

目」について、「いずれも該当しない」

の集計値を「叩かない・怒鳴らない育

児を実践している親の割合」と定義す

るなどして、望ましい子育てを啓発す

る視点も必要と考えられた。 

4. 「子どもを健やかに育むために～

愛の鞭ゼロ作戦～」に関する妊娠中啓

発の効果に関する検討、他 

精神状態に問題を抱える妊産婦に

対する積極的な支援による効果は示

されており、さらに、養育支援も視野

に入れた妊娠期からの切れ目のない

支援の必要性が示唆された。 

 

5. 「子育て支援機関・自治体・医療

機関が連携した、切れ目のない支援モ

デルの効果・検証」 

「愛の鞭ゼロ作戦」リーフレットの自

治体での利用による虐待防止効果が

示唆され、平成 30 年度はさらに介入

研究による効果検証を進める。 

 地域の子育て支援機関による産後

早期からの支援が、母親の孤立感・育

児不安の軽減に有効であることが示

唆された。また、利用者と地域を結び

つけることに有効であることが示唆

された。 

 

6．地域子育て支援と医療・保健との

連携についての実態及びニーズの調

査 

１）地域子育て支援拠点の，行政や医

療機関との連携の実態調査 

子育て支援拠点と，保健師・母子保

健関係部署との顔の見える連携，医療

機関との連携をさらに促進する必要

があると考えられた。母子保健分野か

らの子育て支援拠点へのアプローチ

強化を具体的にするためのマニュア

ル・研修プログラムの整備 

が必要と考えられた。 

２）多胎児の育児および多胎児世帯の

支援にも焦点を当てた研究 

多胎児支援においては、育児支援者

自身が情報不足であり、支援に必要な

情報を育児支援者に提供していく必
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要がある。多胎児支援の必要性自体の

周知が必要と考えられた。 

 

7. 地域子育て支援プログラムの無作

為化比較対照試験に基づいた費用対

効果分析 

今年度の分析の結果は、本研究班で

行う地域子育て支援プログラムの必

要性を示唆する。 

 

8．精神疾患保護因子としての健やか

親子 5 つのポイントについての研究 

１）文献研究 

健やかな親子関係を育むのに重要な 5

つのポイントは、親あるいは子の精神

疾患の予防あるいは改善効果も関連

することが示された。 

２）子どもの頃の家族関係が青年後

期・成人期のメンタルヘルスに与える

影響 

―健常群と臨床群の比較― 

臨床群における家族関係が子の精神

状態に与える影響としては，精神的障

害を抱えながらも子が人との関係性

において幸福感を抱くことができる

ところに寄与しているのではないか

と考えられる。また，家族関係は，子

の協調的幸福感を媒介にして，子のメ

ンタルヘルスを支えている可能性が

示唆された。 

 

総括 

子育て家庭が地域につながり健や

かな親子関係を育み親子の愛着形成

を促し、育児不安・ストレスを軽減す

るようなポピュレーションアプロー

チとしての親子プログラムの開発を

行った。 

まず、育てにくさを感じる親に寄り

添う支援のエビデンスを抽出するこ

ととし、自閉スペクトラム症の効果的

なプログラムについての文献研究を

行ったところ、子どもの対人相互交流

及び親の子どもに対する情緒応答性

が効果の期待できるアウトカムであ

ることが示された。これらは本研究班

の目指す親子プログラム開発におい

ても留意すべきと考えられる。 

乳幼児虐待と母親の心理社会的背景

の関係についての研究からは、母親の

衝動コントロールの問題は発達障害傾

向と並んで重要なリスク因子であるこ

とが示された。「愛の鞭ゼロ作戦」の

ような視覚的啓発ツールは、衝動コン

トロールの問題を持つ発達障害特性の

ある人に有効であると考えられる。 

上記の研究を踏まえ、平成 29 年度は、

長野県・山梨県において、愛の鞭ゼロ

作戦の啓発リーフレットを乳幼児健診

の場で使ったプログラムをスタートし

ている。 

健やかな親子関係のためのポピュレ

ーションアプローチの場として乳幼児

健診の場は非常に重要である。乳幼児

健診の場で見つかった育てにくさを感

じる親、養育不全・子ども虐待のリス

クのある親に対して、どのように保健

指導を行うかについては各自治体、各

保健師によって対応の仕方がまちまち

であるのが現状である。本研究班では、

育てにくさを感じる親、養育不全・子

ども虐待のリスクのある親に対する保

健指導のガイドブックを平成 29 年度

に作成した。このガイドブックを用い

た保健指導の効果検証についても行っ

ていく。また、日本子ども虐待防止学

会第 23 回学術集会ちば大会内で、平成

29 年 12 月 2 日に「日本の子育て家庭

から子どもへの体罰・暴言を根絶する

ために」というシンポジウムを開催し

た。その中で、子どもへの体罰防止を
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進めていくために、教育の中で子ども

への体罰・暴言防止の啓発・親の子ど

もに対する懲戒権を改正する必要性が

議論された。今後、子ども虐待防止の

母子保健施策としての子どもへの体

罰・暴言防止の保健プログラムの効果

検証とともに、教育の中での啓発や子

どもへの体罰・暴言防止のための法整

備への取り組みを行っていく必要があ

ると考えられる。 

乳幼児健診の場と並んで、産科医療

機関の両親学級も、健やかな親子関係

を育むポピュレーションアプローチと

して非常に重要な場であり、平成 30 年

度引き続き介入研究を行っていく。 

今年度実施した地域子育て支援と医

療・保健との連携についての実態及び

ニーズの調査で様々な課題が明らかに

なったが、今後それらを反映させたマ

ニュアルや研修プログラムの整備を行

う予定である。 

本研究において親子の介入研究を計

画しているが、それらの介入効果につ

いて母子保健施策としての費用対効果

についても検討予定である。 

健やかな親子関係を確立するため

の科学的知見について、文献研究及び

家族関係についての調査を行った。こ

れらの知見を本研究班の介入プログ

ラムに生かすとともに「子どもを健や

かに育てる家族尺度」の信頼性・妥当

性検証を進め、また、同尺度を用いて

健やかな親子関係についての家族心

理研究を行う。 

上記を通して、健やかな親子関係を

育むためのポピュレーションアプロ

ーチについての開発研究を進める。 
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